
建物断面構成図

イノゲート大阪
駅開業150年の時を継ぎ、街を繋ぐ大阪駅ビル

建築物概要

▪所在地：大阪市北区大深町、梅田3丁目

▪建築主：�西日本旅客鉄道株式会社、 

JR西日本ステーションシティ株式会社

▪設計者：�西日本旅客鉄道株式会社一級建築士事務所、 

株式会社大林組一級建築士事務所

▪用　途：�事務所、飲食店舗

▪敷地面積：3,836㎡

▪建築面積：3,703㎡

▪延べ面積：60,411㎡

▪構　　造：鉄骨造

▪階　　数：地上23階/地下1階

▪CASBEE評価：Aランク/BEE値1.6

▪重点評価：�CO2削減3.0/みどり・ヒートアイランド対策3.0/ 

建物の断熱性能4.0/エネルギー削減2.0/自然エネルギー直接利用4.0
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駅開業 150 年の時を継ぎ、街を繋ぐ大阪駅ビル 

全景写真 

 

総合的なコンセプト  
・鉄道軌道沿いの東西 160ｍ、南北 17～30ｍの細長敷地を最大活用した超薄型高層ビルである。 

・鉄道側（南側）にガラスシャフトの EV コアを集約し、ガラスカーテンウォールで覆われた貸床を公園側（北側）に最大化することで、敷地南北の恒久的な空地を 

室内に取り込み、新たな大阪梅田の景観と環境を全面に享受する。 

・建築物の負荷低減に加え、BCP や感染症対策など働く人の環境価値の向上により、スマートウェルネスオフィス〔CASBEE WO S ランク〕取得。 

・駅の玄関口となる 1・2 階の歩行者通路はアートや移動可能なスツールが備えられ、特に 2 階レベルでは既存建物と緑豊かな歩行者通路で接続し、大阪駅からグラン 

グリーン大阪までを繋ぐ回遊拠点としてまちに貢献する。 

所 在 地 大阪市北区大深町、梅田 3 丁目 

建 築 主 
西日本旅客鉄道株式会社、 
JR 西日本ステーションシティ株式会社 

設 計 者 
西日本旅客鉄道株式会社一級建築士事務所、 

株式会社大林組一級建築士事務所 

用 途 事務所、飲食店舗 

敷地面積※ 3,836 ㎡ 

建 築 面 積 3,703 ㎡ 

延 べ 面 積 60,411 ㎡ 

構   造 鉄骨造 

階   数 地上 23 階 / 地下 1 階  

C A S B E E 
ラ ン ク 

A BEE 値 1.6 
大阪市の 
重点項目 

CO2 

削減 
3.0 

みどり・ﾋｰﾄ 

ｱ ｲ ﾗ ﾝ ﾄ ﾞ対策 
3.0 

建物の 

断熱性能 
4.0 

ｴﾈﾙｷﾞｰ 

削減 
2.0 

自然ｴﾈﾙｷﾞｰ 

直接利用 
4.0 

※仮想敷地を設定している場合は、「仮想敷地設定」と記入 

立地、周辺環境 

JR 大阪駅を内包する大阪ステーションシティの新たな駅

ビルとして、鉄道公共の一部を解体し増築した。JR 大阪駅

の新たな改札（西口改札）の供用開始、さらにはうめきた

2 期「グラングリーン大阪」の先行まちびらきを受けて、

西へ拡張する大阪駅の玄関口と新しい街の回遊拠点の役

割を担う。 

建物断面構成図 

【立地、周辺環境】

JR大阪駅を内包する大阪ステーションシティの新たな駅ビルとして、鉄道公共の一部を解体し増築した。JR大阪駅の新たな改札（西口改札）

の供用開始、さらにはうめきた2期「グラングリーン大阪」の先行まちびらきを受けて、西へ拡張する大阪駅の玄関口と新しい街の回遊拠点

の役割を担う。

【総合的なコンセプト】

・�鉄道軌道沿いの東西160ｍ、南北17～30ｍの細長敷地を最大活用した超薄型高層ビルである。

・�鉄道側（南側）にガラスシャフトのEVコアを集約し、ガラスカーテンウォールで覆われた貸床を公園側（北側）に最大化することで、敷地南北

の恒久的な空地を室内に取り込み、新たな大阪梅田の景観と環境を全面に享受する。

・��建築物の負荷低減に加え、BCPや感染症対策など働く人の環境価値の向上により、スマートウェルネスオフィス〔CASBEE WO Sランク〕取得。

・�駅の玄関口となる1・2階の歩行者通路はアートや移動可能なスツールが備えられ、特に2階レベルでは既存建物と緑豊かな歩行者通路で接続し、

大阪駅からグラングリーン大阪までを繋ぐ回遊拠点としてまちに貢献する。
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環境配慮事項とねらい 
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